
懐
素
草
書
の
二
面
性

l

筆
写
さ
れ
た
場
所
を
も
と
に
i

は
じ
め
に

(i) 

壌
中
一
品
は
、
中
蔚
期
に
活
躍
し
た
僧
侶
で
あ
り
、
「
狂
草
」
の
名
手

と
し
て

r

名
高
い
。
懐
素
の
一
革
審
の
伝
存
作
品
の
多
く
は
、
真
偽
の
定

か
で
は
な
い
も
の
で
あ
る
。
そ
の
な
か
で
、
「
苦
笥
帖
」
(
上
海
静
物

館
蔵
)
は
真
績
と
さ
れ
、
「
食
魚
帖
」
(
山
東
省
縦
坊
了
氏
蔵
)
や
、

法
帖
に
問
ん
お
ら
れ
る
「
右
寧
帖
」
淳
化
問
粘
本
は
あ
る
程
度
一
一
信
頼
で
き

る
作
例
、
「
革
審
千
字
文
」
(
台
北
故
宮
博
物
続
蔵
)
は
懐
繁
の
革
審

(ソ
M
d

の
実
相
の
一
端
を
窺
う
上
で
参
考
と
な
る
作
例
と
考
え
ら
れ
る
。
し

{3) 

か
し
、
と
記
の
作
例
は
ど
れ
も
今
革
で
脅
か
れ
た
も
の
で
あ
り
、
と

り
わ
け
懐
素
の
得
意
と
し
た
「
狂
革
」
の
実
態
は
、
「
向
け
叙
蛤
」
(
台

北
故
寓
簿
物
一
院
蔵
)
や
「
千
字
文
」
翠
玉
案
粘
本
(
米
関
・
安
怒
遠

氏
蔵
)
に
代
表
さ
れ
る
懐
素
の
「
狂
草
」
の
い
似
存
作
品
か
ら
考
察
す

る
こ
と
は
闘
雛
な
状
況
に
あ
る
。
そ
の
た
め
、
懐
素
に
つ
い
て
舎
か

れ

た

主

に

同

時

代

の

謄

代

の

文

献

を

子

、

が

か

り

と

下

ニ立乙

早

平

田

し
て
そ
の
実
態
に
迫
る
必
要
が
あ
ろ
う
。

主
に
捜
索
と
同
時
代
の
蔚
代
の
文
献
を
も
と
に
懐
素
の
草
警
に
つ

い
て
検
討
し
た
先
行
研
究
に
は
、
中
間
勇
次
郎
・
杉
村
邦
彦
・
高
木

(4) 

量
一
俊
の
各
氏
の
論
考
が
あ
る
。
ま
た
、
特
に
李
家
正
文
・
福
本
雅
一

の
両
氏
に
よ
っ
て
、
穣
素
の
革
審
会
}
題
材
と
す
る
一
連
の
「
壊
素

k

人
革
審
歌
」
の
解
釈
が
試
み
ら
れ
て
き
た
。
た
だ
し
、
上
記
の
先
行

研
究
で
は
、
懐
素
の
制
作
行
為
及
び
制
作
行
為
の
場
と
、
穣
紫
の
革

審
の
描
写
と
の
関
連
性
に
つ
い
て
は
あ
ま
り
論
じ
ら
れ
て
こ
な
か
っ

たっ

(72) 

そ
こ
で
、
本
稿
で
は
、
こ
の
点
に
つ
い
て
、
王
に
嬢
素
と
同
時
代
の

(6} 

麿
代
の
文
献
及
び
前
掲
の
革
審
の
伝
存
作
品
を
総
合
的
に
考
察
し
、

こ
お
け
る
穣
素
像
を
再
検
討
し
た
い
っ
こ
の
こ
と
に
よ
り
、
懐

を
解
明
す
る
…
助
に
な
る
も
の
と
患
わ
れ
る
。

め
る
箆
立
ふ
い
ん
、
引
用
は
一
一
臨
時
儲
慨
を
一
献
わ
な
い
。
ま
た
、

の
ご
と
く
略
称
を
用
い
る
こ
と
に
し
、
成
本
な
ど



に
関
し
て
は
註
に
示
す
。

へ
7
)

開
局
窓
奇
「
懐
豪
邸
革
審
軟
」

(8} 

一
士
協
}
「
懐
素
仁
人
革
審
歌
」

(
日
}

朱
逮
「
懐
素
上
人
草
欝
歌
九

・
鐙
繋
「
懐
ふ
一
来
上
人
事
欝
歌
」

九
日
)

魯
収
「
壊
素
上
人
革
審
歌
」

許
培
「
題
懐
索
主
人
革
審
」

(
刊
川
)

銭
起
「
送
外
甥
嬢
紫
上
人
」

(
M
M
)
 

蘇
一
漁
「
懐
素
上
人
革
審
歌
」

(
は
M
)

任
議
「
懐
素
上
人
革
審
歌
」

(
時
)

戴
叔
倫
「
懐
素
上
人
革
審
歌
」

へげ」

韓
儀
「
革
指
一
閥
解
鼠
」

{
凶
日
)

寅
休
「
懐
紫
上
人
草
欝
歌
」

(
沙
)

段
成
式
明
寺
塔
記
』

(
紛
)

張
彦
遼
明
廃
代
名
磁
記
h

(
幻
)

際
羽
「
農
増
捜
索
伝
」

(一円一)

『
庸
霞
史
補
』

。
王
箆
詩

O
朱
遼
詩

。
魯
収
詩

O
銭
起
詩

O
蘇
換
詩

「
J
f
主

svsv

f
l
¥
L
4ト
J
{

山

h
Z
M
M
n

O
戴
叔
倫
詩

O
韓
保
詩

O
積
休
詩

O
寺
塔
記

。
名
魁
記

O
捜
索
伝

O
史
補

壊
素
の
制
作
行
為
に
つ
い
て

懐
素
の
制
作
行
為
は
、
飲
諮
や
叫
び
声
を
伴
う
点
に
特
色
、
が
あ
る
。

ま
ず
、
懐
素
の
漉
と
革
警
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
麿
の
陸
羽
、
が
最
も

端
的
に
論
じ
て
い
る
つ

時
酒
船
腕
ハ
発
、

過
寺
境
・

革
審
以
暢
志
。

衣
裳
・
器
龍
、

一
九
於
い
て
瀬
を
飲
み
て
以
て
牲
を
護
い
、
て
以
て

の

た

け

な

わ

を
暢
ぶ
。
時
に
瀦
献
に
し
て
興
発
し
、
寺
町
箆
・
翠
堵
、
衣

裳
・
器
血
に
遇
え
ば
、
之
に
寄
せ
ざ
る
は
燥
し
。
)

と
記
す
よ
う
に
、
捜
棄
に
と
っ
て
酒
は
生
ま
れ
つ
き
の
性
質
を
護
い

育
て
る
も
の
で
あ
る
と
問
時
に
、
自
身
の
心
を
革
審
に
お
い
て
表
す

捺
に
、
制
作
意
欲
を
高
め
る
た
め
に
必
要
な
も
の
で
あ
っ
た
。

(
お
)

前
者
に
隠
し
て
は
、
銭
起
詩
に
あ
る
「
狂
来
軽
世
界
、
酔
一
裏
得
真

如
J

(
狂
的
料
り
て
世
界
を
軽
ん
じ
、
辞
裏
に
真
如
を
得
た
り
。
)
に

共
通
し
、
後
者
に
関
し
て
は
、
以
下
の
①
馬
雲
奇
詩
、
②
朱
遼
詩
、

③
欝
翼
詩
、
③
魯
収
詩
、
⑤
許
瑠
詩
、
⑥
蘇
換
一
詩
、
⑦
任
華
詩
、
③

戴
叔
倫
詩
、
③
寅
休
叫
抑
制
に
も
一
一
一
一
口
及
が
見
ら
れ
る
。

①
酔
来
只
愛
山
翁
酒
酔
い
来
れ
ば
口
ハ
だ
愛
す
山
翁
の
酒

お

わ

な

ん

蕎
了
貸
手
部
道
一
士
驚
蓄
し
了
れ
ば
寧
ぞ
道
士
の
鷲
を
論
ぜ
ん

し
も

欝
前
猶
自
記
翠
章
醒
前
橋
お
自
ら
翠
章
に
記
す
も

酔
後
無
論
絹
与
堵
酔
議
絹
と
壌
と
を
論
ず
る
無
し

限
看
第
一
十
棒
頭
還
権
限
に
筆
の
梓
く
を
看
れ
ば
頭
も
還
た
樟
き

ロ
ハ
見
文
狂
心
不
狂
口
ハ
だ
文
の
狂
す
る
を
見
る
も
心
は
狂
せ
ず

自
侍
能
書
堪
入
貢
自
ら
侍
る
能
書
入
賞
す
る
に
堪
う
る
に

(73) 



③②  
長 j連衡
幼飲 j場
集百客

盃舎回
神来捻
転(棺筆
壬当訪奔

尤

Z
喜
Z
喜
三
九
十

わ
ず
安

2
1サ
寸
書

@
有
時
組
ハ
樹
発
神
機

⑤
酔
来
信
子
両

⑦⑤  
!設酔興
j~ 後来
j自 立 定
来熱筆
0-16.心女IJ
堂更(旋
中兇翠風

十
盃
五
一
金
不
解
起

(
叫
山
吋

ぽ
杯
己
後
始
鱗
狂

二
瀬
一
一
社
多
意
気

{
U
V
 

大
叫
数
声
起
擦
脚
内

(お
v

③
酔
来
為
我
揮
健
筆

始
従
破
体
変
服
姿

@
金
繰
竹
葉
数
斗
余

も
て
あ
そ

議
…
間
筆
を
捻
り
て
一
井
ぶ

衡
問
問
の
客
舎
来
り
て
相
い
訪
ね

し

き

う

た

さ

か

ん

連
り
に
飲
む
こ
と
百
盃
神
転
た
王
な
り

つY
}

長
幼
集
い

ふ
仇
J

、F
hソ

2

し

摘
に
枕
し
麹
を
籍
き
猫
お
半
ば
酔
う

た
け
な
わ

時
有
り
て
興
献
に
し
て
神
機
を
一
発
し

止

で

に

ダ

選
を
拍
り
患
部
を
点
じ
て
縦
横
に
揮
う

ま
か

酔
い
来
れ
ば
手
に
信
せ
て
剤
一
一
一
行

盤
め
て
後
は
却
て
街
中
間
す
も
蓄
し
得
ず

首
た

削
卵
、
来
り
て
築
を
走
ら
す
こ
と
旋
風
の
如
く

砕
い
て
後
五
熱
し
心
一
史
に
兇
す

き
た

駿
馬
迎
え
来
る
も
営
中
に
坐
し

金
盆
に
消
を
盛
り
竹
葉
の
香
あ
り

十
盃
五
一
企
解
起
せ
ず

百
綜
己
後
始
め
て
綴
狂
す

一
た
び
瀬
し
…
た
び
狂
し
意
気
多
ノ

中小，、

大
叫
数
声
起
ち
て
皆
を
撲
る

主
た

酔
い
来
り
て
我
が
為
に
健
筆
を
捧
い

始
め
て
敏
体
従
り
風
姿
を
変
ず

金
縛
の
竹
葉
数
一
斗
に
余
り

半
飲
半
傾
山
納
湿

酔
来
把
筆
猛
如
虎

う
る
お

半
ば
欽
み
半
ば
傾
き
て
山
納
湿
し

ぎ
た

酔
い
来
り
て
筆
を
把
り
猛
き
こ
と
虎
の
如

し

前
掲
の
中
間
勇
次
郎
氏
の
論
考
で
は
、
上
記
の
⑤
の
銭
起
詩
及
び

許
落
詩
を
挙
げ
て
、
酒
が
な
く
て
は
字
、
が
書
け
な
か
っ
た
よ
う
で
あ

り
、
陶
酔
の
境
に
入
つ
て
は
じ
め
て
書
く
こ
と
が
で
き
た
と
指
摘
さ

れ
て
い
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
②
の
朱
逢
詩
や
⑦
の
任
華
詩
に

も
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

次
に
、
叫
び
声
に
関
し
て
は
、
以
下
の
①
馬
雲
奇
詩
、
②
欝
翼
詩

③
魯
収
詩
、
③
ほ
撃
詩
に
見
え
る
(
傍
線
部
分
参
照
)
。

l

i

l

i

-

-

;

:

;

i

l

i

l

i

-

-

i

#

均

①
叫
時
忙
忙
札
一
小
拘
叫
一
一
敬
忙
忙
と
し
て
礼
は
拘
わ
ら
ず

う

た

こ

と

万
字
子
行
意
転
殊
万
字
千
行
意
は
転
た
殊
な
る

②
忽
然
樹
叫
ヨ
到
剤
忽
然
と
し
て
制
叫
計
ゴ
到
州
制

満
壁
縦
横
千
万
字
壁
に
満
た
す
縦
横
千
万
字

(
鈎
)

③
狂
来
紙
尽
勢
不
尽
狂
来
ち
て
紙
尽
く
も
勢
尽
き
ず

し
哲

投
筆
出
剤
溺
叫
矧
筆
を
投
じ
出
出
門
溺
引
は
叫
矧
引

③
二
瀬
二
社
多
意
気
一
た
び
癒
し
一
た
び
狂
し
意
気
多
く

i
l
i
l
i
-
-
j
i
p
i
-
-
!
j
i
l
l
?
i
i
t
l

た

ま

く

大
叫
数
声
記
擦
誇
大
同
数
声
起
ち
て
鯨
問
を
擦
る

叫
び
声
は
、
十
十
一
に
制
作
演
前
の
飲
酒
の
後
、
も
し
く
は
制
作
の
途
中

で
発
せ
ら
れ
て
い
る
つ
③
の
籍
収
詩
に
関
し
て
は
、
制
作
後
の
穣
索

の
姿
を
詠
ん
だ
も
の
で
あ
り
、
捜
索
の
叫
び
声
を
挙
げ
る
と
い

(74) 



為
を
理
解
す
る
上
で
重
要
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
懐
棄
の
制
作
に
向

け
ら
れ
た
意
欲
や
活
力
(
「
勢
乙
は
、
「
欣
弥
」
と
し
て
紙
に
表
さ

れ
る
だ
け
で
は
収
ま
ら
ず
、
時
び
声
と
し
て
発
散
さ
れ
た
こ
と
を
示

し
て
お
り
、
制
作
過
棋
に
見
え
る
叫
び
声
も
向
様
に
懐
紫
の
「
勢
」

っ
と
し
て
捉
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

の
表
れ
の

様
素
の
制
作
行
為
の
場
に
つ
い
て

懐

索

は

さ

ま

ざ

ま

ト

な

場

所

つ

け

た

と

党

ら

れ

、

こ

の
こ
と
は
、
以
下
の
①
潟
雷
同
奇
詩
、
②
日
十
一
説
}
詩
、
③
資
糞
詩
、
③
朱

遼
詩
、
⑤
魯
収
詩
、
⑤
任
華
詩
、
⑦
韓
穏
詩
、
③
貿
休
詩
、
⑨
懐
素

伝
に
見
え
る
(
傍
線
部
分
参
照
)
ο

①
一
昨
、
江
南
投
獄
相
一
昨
紅
衛
型
相
に
投
じ

尽
日
花
堂
書
草
隙
尽
日
花
哲
一
仲
間
ゃ
を
樹
に
審
す

・
(
中
略
)
・
:

し
る

酔
前
織
自
記
翠
章
程
前
猶
お
自
ら
税
制
に
一
記
す
も

酔
後
無
論
'
絹
与
騰
酔
後
縞
と
織
と
を
論
ず
る
無
し

・
(
中
略
)
・
:

壁
上
腿
艇
風
間
飛
掛
川
艇
艇
と
し
て
嵐
前
飛
び

行
衛
蛇
蛇
龍
蛇
勤
行
問
問
蛇
蛇
と
し
て
議
蛇
動
く

・
(
中
略
)
・
:

(
叫
刊
)

間
関
則
的
懐
審
問
入
禁

間
開
き
到
る
穣
の
警
は
西
し
て
秦
に
入
り

う
止

客
中
棺
送
転
相
続
容
中
絶
い
送
れ
ば
転
た
仰
怖
い
毅
し
ま
る
と

②
或
制
樹
或
い
は
械
倒
閣
に

或
線
婆
或
い
は
線
議
に

務
葵
と
綿
素
と
何
ぞ
相
い
鮮
や
か
な
る

魚
篭
絹
素
量
に
貴
か
ら
ざ
ら
ん
や

只
だ
局
促
た
る
児
童
の
戯
れ
を
嫌
う

粉
砕
仇
の
長
廊
は
数
十
間

き

た

す

こ

ひ

ら

興
来
り
て
小
し
く
総
く
偏
向
襟
の
気

腕
を
転
び
鋒
を
推
す
に
縮
崎
を
増
し

秋
落
と
繭
紙
と
は
常
に
相
い
髄
う

粉
議
長
廊
数
十
開

制
パ
来
小
掛
鰐
襟
気

(
幻
)

③
転
腕
推
鋒
増
崎
崎

秋
筆
}
繍
州
問
常
相
槌

・
(
中
略
)
・
・

忽
間
風
車
産
飛
泉
恕
ち
開
く
風
一
義
に
飛
泉
を
度
る
をお

と

絹
落
紛
紛
如
鈷
鳶
紛
落
つ
こ
と
紛
紛
と
し
て
意
を
鈷
す
が
如

(75) 

し

⑤
嵐
声
椛
烈
随
手
起
府
間
声
椛
え
て
烈
し
く
手
に
随
い
て
起
こ
り

龍
蛇
遊
落
空
壁
一
飛
穣
蛇
遊
り
落
ち
て
空
壁
に
飛
ぶ

・
(
中
略
)
・

狂
来
絹
尽
勢
不
尽
狂
新
り
て
制
尽
く
も
勢
尽
き
ず

し
さ

投
筆
抗
声
連
叫
呼
筆
を
投
じ
抗
声
連
り
に
叫
呼
す

⑤
誰
不
造
調
開
設
か
索
開
を
造
ら
ざ
ら
ん
や

誰
不
塗
料
盤
誰
か
制
留
を
塗
ら
ざ
ら
ん
や



制
劉
揺
晴
光
制
刷
出
は
晴
光
揺
ら
ぎ

紫
斑
凝
焼
一
衛
素
鮮
は
焼
霧
を
凝
ら
し

い
LZ

待
君
揮
漉
分

J

不
可
弥
忘
君
の
簿
一
躍
を
待
っ
て
弥
い
よ
忘
る
可
か

ら
ず

ql:: 
数
i刀

覇よ
;千二 中
足[1語
以)

j塁
其
筆
勢

数
仰
の
高
堵
に
非
、
さ
れ
ば
以
て

奨
の
筆
勢
を
遅
し
く
す
る
に
足

ム
三
す

或
逢
相
倒
錯
与
綱
親
或
い
は
羽
倒
錯
と
網
認
と
に
逢
え
ば

凝
神
執
筆
守
一
限
度
神
を
凝
ら
し
て
築
を
執
り
慢
度
を
守
る

l
i
l
i
-
-

い
草

l
i
l
i
-
-
-

⑦
何
処
…
鮮
民
仰
れ
の
処
か
叶
劇
風

し
よ
う

分
明
懐
素
蹴
分
明
な
り
犠
素
の
蹴

③
制
銅
剣
一
芹
不
問
問
主
倒
閣
と
謝
料
と
は
主
を
関
わ
ず

ワ

や

乱
獲
'
乱
抹
紘
一
規
矩
乱
り
に
肇
き
て
乱
り
に
抹
む
は
規
矩
無
し

③
遇
剖
樹
・
掛
端
、
利
樹
・
稲
川
刷
、
燦
不
審
之
っ

於
政
監
種
芭
蕉
万
余
株
、
以
供
揮
灘
、
番
不
印

又
漆
一
方
板
、
護
主
将
三
、
盤
板
皆
穿
。

(
剖
矧
・
到
樹
、
封
鎖
・
制
服
に
遇
え
ば
、
之

し
の
銭
に
し
て
紙
の
議
す
可
き
無
く
、

を
積
え
、
以
て
撮
躍
に
供
し
、

又
た
漆

乃
漆
一
一
盤
喜
之
、

る

に
仲
間
〕
第
万
余
株

て
足
ら
引
さ
れ
ば
、
乃
ち
漆
一

に
一
五
り
て
、

15 
板

T 

'-

う
が

盤
板
は
皆
な
穿
て
り
。
)

②
の
王
何
回
忠
一
詩
に
あ
る
「
綴
護
」
は
色
の
つ
い
た
紙
の
こ
と
で
あ
り
、

実
際
の
作
例
と
し
て
は
、
「
繕
近
帖
」
・
「
譲
保
帖
」

(
S
一
一
一
七
五
三
号

大
英
国
審
館
蔵
)
や
、
「
古
詩
的
問
帖
」
(
遼
寧
省
博
物
館
蔵
)
・
「
劉
中

使
結
」
(
台
北
故
宮
博
物
院
蔵
)
な
ど
が
あ
る
。
ま
た
、
向
詩
の
「
蒲

(
刊
以
)

葵
」
は
、
歪
墨
田
』
巻
七
九
予
謝
安
伝
に
、
「
有
蒲
葵
一
廓
五
万
J

(
蒲

葵
の
一
溺
五
万
有
り
。
)
と
あ
る
よ
う
に
一
扇
子
の
材
料
と
し
て
は
有
名

で
あ
る
が
、

2
5焦
」
と
向
じ
く
、
管
見
の
限
り
で
は
、
壊
索
以
前

に
こ
れ
ら
を
書
写
材
料
と
し
て
用
い
た
例
を
見
な
い
。

③
の
蜜
翼
詩
に
あ
る
「
魚
護
」
は
「
魚
子
護
」
の
こ
と
で
あ
る
。

腐
の
劉
惰
『
嶺
表
録
間
関
』
巻
中
に
、
「
紙
灰
白
色
、
有
紋
如
魚
子

{
お
)

穫
。
」
(
紙
は
灰
臼
偽
〕
に
し
て
、
紋
の
魚
子
綾
の
如
き
有
り
。
)
と
あ

り
、
ま
た
、
史
補
巻
中
に
、
「
紙
慰
有
越
之
刻
一
藤
苔
様
、
盟
之
麻

組
・
屑
末
・
滑
石
・
金
花
・
長
麻
・
魚
子
・
十
色
桟
:
:
:
」
(
紙
試

射
ち
認
の
剣
藤
答
接
、
器
の
麻
館
'
屑
末
・
滑
石
・
金
花
・
一
長
麻
・

魚
子
'
十
色
賎
:
:
り
つ
)
と
あ
る
よ
う
に
、
現
高
の
西
川
省
に

あ
た
る
窮
地
方
さ
れ
た
灰
白
色
の
す
か
し
入
り
の
水
紋
紙
の

る
が
、
水
紋
紙
を
用
い
た
作
例
と
し
て
は
、

一
」
(
北
京
故
宮
博
物
悦
蔵
)
が
最
も

れ
て
い
な
い
。

⑤
の
任
務
十
詩
・
③
の
質
休
詩
に
あ

(76) 



る
「
粉
壁
」
は
、
⑤
の
任
翠
詩
に
「
設
か
粉
墜
を
議
ら
ざ
ら
ん
や
n

」

と
あ
る
よ
う
に
、
壁
崩
に
白
粉
を
塗
っ
た
も
の
を
指
す
。

④
の
朱
遼
詩
に
あ
る
「
繭
紙
」
は
「
資
、
翻
'
紙
」
の
こ
と
を
い
い
、

東
替
の
王
義
之
が
「
蘭
亭
序
」
を
書
く
に
あ
た
っ
て
用
い
た
紙
と
し

て
つ
と
に
有
名
で
あ
る
が
、
実
際
、
資
離
で
紙
を
作
る
こ
と
は
で
き

ず
、
精
巧
な
樹
皮
紙
の
美
称
と
見
ら
れ
る
。

⑤
の
魯
収
詩
の
「
な
壁
」
は
何
も
脅
か
れ
て
い
な
い
、
筆
写
さ
れ

る
前
の
壁
面
の
こ
と
を
指
す
の

⑤
の
任
難
詩
に
あ
る
「
花
護
」
は
「
花
熊
紙
」
も
し
く
は
「
悶
花

紙
」
の
こ
と
を
指
し
、
前
掲
の
「
魚
護
」
と
同
じ
く
す
か
し
入
り
の

水
紋
紙
の
こ
と
を
指
す
。
ま
た
、
⑤
の
任
輩
詩
・
③
の
費
休
詩
に
あ

る
「
素
降
」
一
は
、
臼
居
場
「
素
焼
諮
」
(
『
文
苑
英
華
』
巻
一
一
一
四
七
・

明
白
氏
長
慶
築
』
巻
二
一
一
・
司
全
勝
詩
』
巻
四
六
一
等
)
に
見
え
る
よ

う
に
真
っ
白
な
燐
風
の
こ
と
を
指
す
。

上
記
の
文
献
に
見
え
る
懐
繁
の
革
審
を
書
き
つ
け
た
場
所
は
、
紙

縞
や
、
②
の
干
一
選
詩
に
あ
る
「
蒲
葵
」
、
③
の
懐
素
伝
に
あ
る
「
衣

裳
」
・
「
器
凱
」
・
「
苦
蕉
」
・
「
盤
板
」
の
よ
う
に
紙
絹
に
類
す
る
、
手

に
持
っ
て
書
く
こ
と
が
で
き
る
大
き
さ
の
も
の
と
、
輝
子
・
壁
面
・

界
関
と
い
っ
た
手
に
持
つ
こ
と
は
で
き
ず
、
起
立
も
し
く
は
雨
膝
を

折
ら
な
け
れ
ば
敢
闘
け
な
い
ほ
ど
の
大
き
さ
の
も
の
に
分
け
る
こ
と
が

で
き
る
。

つ
J

つ
い
て
、
健
索
の
括
議
し
た
時
期
と
制
作
行
為
の
場
と
の
濁
連

に
つ
い
て
線
認
し
て
お
こ
う
。
懐
素
は
当
初
、
貧
し
さ
が
ゆ
え
に
、

紙
の
代
用
と
し
て
包
蕪
の
葉
や
盤
板
に
書
き
つ
け
た
こ
と
は
前
掲
の

懐
素
伝
の
な
か
で
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
任
禁
詩
仁
、

戦
続
王
公
大
人
潟
斡
は
王
公
大
人
の
馬
に
続
り

幕
積
一
士
公
大
人
家
暮
れ
は
王
公
大
人
の
家
に
街
る

会
(
中
略
)
・

き
た

駿
馬
迎
来
半
一
堂
中
駿
馬
迎
い
来
た
る
も
堂
中
に
坐
し

金
接
接
穂
竹
葉
喬
金
盆
に
溜
を
盛
り
竹
葉
の
一
香
あ
り

と
あ
る
よ
う
に
、
高
位
高
官
の
人
士
に
よ
っ
て
優
遇
さ
れ
て
活
躍
の

場
を
得
た
の
ち
は
、
紙
総
も
し
く
は
障
子
・
壁
部
・
扉
風
、
が
懐
素
の

制
作
行
為
の
場
の
中
心
と
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

加
え
て
、
障
子
・
壁
語
・
扉
風
を
制
作
行
為
の
場
と
す
る
時
に
は
、

懐
素
の
書
く
姿
を
見
る
観
客
の
存
在
が
、
以
下
の
①
戴
叔
論
詩
、
②

魯
収
詩
、
③
蘇
換
詩
、
③
馬
雲
奇
詩
、
⑤
王
監
詩
、
⑥
穣
襲
詩
、
⑦

震
休
詩
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
重
要
で
あ
る
。

①
塑
襲
警
部
一
様
奔
勝
霊
長
恥
せ
墨
を
勝
せ
て
厳
し
く
奔
一
組
し

満
箆
失
声
一
一
一
寝
不
及
満
産
声
を
失
い
看
る
に
及
ば
ず

②
行
路
談
君
口
不
容
行
路
に
君
を
談
じ
て
口
容
れ
ず

満
堂
観
者
空
絶
倒
満
堂
の
観
者
は
空
し
く
絶
倒
す

③
今
日
華
堂
香
港
落
今
日
華
堂
に
酒
落
な
る
を
看
て

(77) 



回
路
踏
一
呼
歎
住
作

@
盟
ハ
来
索
筆
縦
横
掃

満
坐
…
科
人
皆
道
好

⑤
我
牧
此
川
川
護
相
識

間
昨
航
路
一
呼
し
て
佐
作
を
歎
ず

七
戸
}

興
来
り
て
筆
を
索
め
て
縦
横
に
掃
え
ば

満
坐
の
訴
人
皆
な
好
し
と
道
う

ー

ν

我
は
此
の
州
に
牧
た
り
て
相
い
識
る
を
蕎

び

又
見
革
審
多
恵
カ
又
た
見
る
革
審
の
窓
力
多
き
を

ひ

と

え

う

た

⑤
傭
有
能
事
転
新
奇
…
備
に
事
を
能
く
し
転
た
新
奇
な
る
有
り

シ
』
ゆ
む

郡
守
王
公
開
賦
詩
郡
守
一
ナ
一
公
開
に
詩
な
賦
す

⑦
伊
昔
張
謂
任
悲
譲
器
ナ
良
伊
れ
昔
張
誤
任
華
葉
季
良

数
子
矯
歌
山
一
見
皮
飾
数
子
歓
を
織
る
は
設
仁
虚
飾
な
ら
ん

す
な
わ
ち
、
①
i
④
の
詩
に
見
る
よ
う
に
、
多
く
の
観
客
が
爵
磁

を
森
ん
で
自
を
凝
ら
し
た
と
い
い
、
ま
た
、
⑤
1
⑦
の
詩
に
見
る
よ

う
に
、
詩
人
・
郡
守
・
王
公
ら
が
壊
素
の
草
書
在
高
く
評
価
し
、
こ

れ
を
観
て
詩
を
詠
じ
た
と
い
う
。

ま
た
、
前
述
の
よ
う
に
、
障
子
・
捜
部
・
野
鼠
を
制
作
の
場
と
す

る
時
に
は
、
壊
素
は
身
分
の
高
い
賢
人
の
娘
前
で
も
平
然
と
飲
諮
や

叫
び
声
を
伴
っ
た
制
作
行
為
を
行
っ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
、

111+ 
i蚊
Jlt 
Jlt 
干し
不
拘

叫
撒
忙
忙
と
し
て
礼
は
拘
わる

と
の
指
摘
が
あ
る
よ
う
に
、
叫
び
持
を
あ
げ

こ
と
は
札

犠
に
反
し
た
行
為
で
あ
っ
た
。
し
か
し
な
、
が
ら
、
前
掲
の
多
く
の
文

献
で
、
懐
素
の
そ
う
し
た
制
作
行
為
は
多
く
の
観
客
に
よ
っ
て
鑑
賞

さ
れ
た
こ
と
が
指
摘
さ
れ
、
と
り
わ
け
詩
人
・
郡
守
・
王
公
ら
は
懐

素
の
制
作
行
為
を
克
て
詩
を
詠
じ
、
懐
素
を
称
揚
し
て
い
る
場
合
が

多
い
。
ゆ
え
に
、
一
見
す
る
と
、
礼
儀
に
反
し
、
「
奇
行
」
と
も
捉

え
ら
れ
る
飲
潜
や
叫
び
声
を
伴
っ
た
制
作
行
為
は
、
実
際
は
観
客
の

自
を
意
識
し
て
、
部
輿
性
や
遊
戯
性
を
押
し
出
し
た
も
の
と
し
て
捉

え
る
こ
と
が
で
き
よ
う
っ

ま
た
、
障
子
・
壁
面
'
弊
風
と
い
っ
た
場
所
に
書
く
こ
と
で
は
じ

め
て
そ
う
し
た
郎
興
性
や
遊
戯
性
を
伴
っ
た
制
作
行
為
が
存
分
に
発

揮
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
前
掲
の
餐
繋
詩
に
指
摘
さ
れ
る
よ
う
に
、

懐
素
に
と
っ
て
、
手
に
持
っ
た
り
、
杭
に
震
い
た
り
し
て
書
く
軽
度

の
「
魚
護
」
や
「
絹
素
」
と
い
っ
た
書
写
材
料
で
は
、
革
審
を
書
く

に
は
小
さ
す
ぎ
て
子
供
鵜
し
に
過
ぎ
ず
、
数
十
関
も
あ
る
長
廊
の
粉

壁
に
興
に
乗
じ
て
書
く
こ
と
で
、
よ
う
や
く
胸
中
の
気
を
発
散
す
る

こ
と
が
で
き
た
か
ら
で
あ
る
。
ま
た
、
前
掲
の
任
慧
詩
で
は
、
懐
素

は
数
勿
も
あ
る
よ
う
な
場
で
な
け
れ
ば
、
強
靭
な
革
審
の
筆
勢
を
表

こ
と
は
で
き
ず
、
花
護
や
縞
素
で
は
精
神
を
集
中
し
て
書
く

い
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

つ
け
た
作
例
ば
、
次
に
引
く

(
玄
立
守
と
も
)
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A

ママ切

嶋
市
川
例
目
的
去
叶
aKMm叩
'

v

守
喝
、

L
h
H
J
i
r
4
1
3
tト
i
F

の
現
に
、
「
泊
北
角
説
内
、
有
捜
索
響
、
顔
魯
公
序
、

銭
起
郎
中
議
。
」
(
西
北
角
の
院
内
に
、
捜
素
の
書
、
…

(マ
?
d

卿
〕
の
序
、
張
鴻
(
謂
)
侍
部
'
銭
起
郎
中
の
讃
有
り
つ
)
、

巻
J

J

一
、
「
記
一
向
京
外
州
守
観
一
側
壁
」
、
千
福
守
の
項
に
も
、

廊
抑
制
瀬
市
糸
」
(
塔
院
の
閥
廊
仰
州
峨
叫
ん
の
)
と
あ
り
、
ま
た
、

ザ
」
キ
品
、

ー、
d
q

何
処
二
解
脱
侍
れ
の
処
か
一
一
昨
風

し
ょ
う

分
間
懐
素
縦
分
明
な
り
懐
素
の
縦

雛
多
際
指
〕
染
塵
色
に
染
ま
る
こ
と
多
し
と
縦
も

猶
児
暴
痕
濃
猶
お
見
る
墨
痕
の
濃
き
を

と
あ
る
よ
う
に
、
ず
い
ぶ
ん
と
汚
れ
て
は
い
る
も
の
の
、
墨
痕
が
明

ら
か
に
兇
え
る
懐
素
の
鮮
嵐
が
あ
っ
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
よ

っ
て
、
上
記
の
文
献
が
警
か
れ
た
娩
謄
期
に
は
、
懐
素
が
書
い
た
と

さ
れ
る
壁
街
や
騨
風
に
白
書
か
れ
た
作
例
が
ま
だ
存
在
し
て
い
た
と
克

ら
れ
る
が
、
現
在
こ
れ
ら
を
確
認
す
る
こ
と
は
で
き
な
い

a

こ
れ
ら

の
作
品
は
、
杉
村
邦
彦
氏
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
紙
絹
と
は
異
な
り

長
く
保
存
す
る
ニ
と
が
極
め
て
難
し
く
、
建
物
の
崩
壊
、
不
慮
の
震

災
や
火
災
、
戦
乱
に
よ
る
破
壊
、
人
為
的
な
援
損
な
ど
の
理
由
に
よ

(
お
)

っ
て
、
北
宋
以
前
に
大
半
が
失
わ
れ
て
し
ま
っ
た
と
見
ら
れ
る
。

な
お
、
前
掲
の
寺
塔
記
'
名
部
記
に
は
呉
体
的
な
言
及
は
毘
ら
れ

な
い
も
の
の
、
次
節
で
の
考
察
か
ら
考
え
て
、
上
記
文
献
に
見
え
る

iま

が
持
か
れ
て
い
た
蓋
然
性
が
高
い
。

模
索
の
革
審
の
描
写
に
つ
い
て

(

J

〉
紙
絹
や
そ
れ
に
類
す
る
も
の
に
警
か
れ
た
懐
素
の
革
審

紙
絹
や
そ
れ
に
類
す
る
も
の
に
警
か
れ
た
懐
素
の
革
審
に
関
し
て

は
、
朱
遺
詩
に
、
「
髄
紙
い
に
費
一
回
か
れ
た
警
に
つ
い
て
、

幾
年
出
家
遇
措
一
命
幾
年
の
出
家
ぞ
指
命
に
通
じ

…
朝
却
鑓
臨
池
翠
一
戦
却
て
構
う
臨
地
の
製

転
腕
推
鋒
増
腕
鈎
腕
を
転
び
鋒
を
推
す
に
嶋
崎
を
増
し

秋
選
繭
紙
常
相
槌
秋
一
議
と
蘇
紙
と
は
常
に
相
い
結
う

と
あ
り
、
懐
素
は
第
十
を
運
ぶ
に
つ
れ
て
筆
遣
い
に
厳
し
さ
が
増
し
た

と
い
う
。
ま
た
、
お
そ
ら
く
西
晋
の
衛
恒
「
沼
体
書
勢
」
(
明
皿
白
書
b

巻
一
一
一
六
、
衛
議
伝
的
衛
情
…
伝
等
)
を
念
頭
に
、
後
漢
の
草
書
の
名
手

で
あ
っ
た
張
芝
の
こ
と
を
「
競
池
の
謹
」
と
い
っ
て
い
る
。
こ
の
こ

と
は
、
元
の
鄭
杓
・
劉
有
定
設
『
得
極
』
な
ど
に
述
べ
ら
れ
て
い
る

書
法
流
伝
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
懐
衰
を
張
芝
の
系
譜
に
連
な
る
伝

統
的
な
書
法
を
括
え
た
寄
人
と
し
て
捉
え
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
こ
で
い
う
鼠
統
的
な
書
法
と
は
、
張
芝
の
活
躍
し
た
後
漢
末
の
も

の
と
は
異
な
る
、
が
、
少
な
く
と
も
後
漢
末
以
来
の
伝
統
を
も
っ
今
草

書
法
を
捜
素
が
欝
熟
し
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

ま
た
、
径
撃
詩
に
は
「
花
護
」
や
「
絹
素
」
に
室
田
か
れ
た
壊
素
の

(79) 



つ
い
て
、

或
逢
花
譲
与
縞
素
或
い
は
花
婆
と
絹
素
と
に
逢
え
ば

凝
神
執
筆
守
一
知
…
度
神
を
凝
ら
し
て
筆
を
執
り
恒
度
を
守
る

介

7
、

別
多
筋
骨
多
情
趣
別
に
筋
骨
多
く
矯
趣
多
く

一
一
部
第
微
微
点
長
一
銭
一
葬
諜
た
り
微
微
た
り
一
長
露
点
ず

と
詠
じ
、
「
花
護
」
や
「
絹
素
」
に
は
精
神
を
集
中
さ
せ
て
書
く
の
で
、

し
っ
か
り
と
筆
法
(
「
恒
度
」
)
を
守
っ
て
筆
を
執
り
、
と
り
わ
け
，
多

く
の
文
字
の
骨
格
(
「
筋
骨
」
)
に
は
情
趣
が
多
く
、
ま
る
で
細
や
か

に
降
っ
た
露
の
よ
う
で
あ
る
と
い
う
。
後
述
す
る
よ
う
に
、
こ
こ
に

見
る
「
慌
度
」
は
従
来
の
今
革
審
法
の
筆
法
を
示
し
て
い
る
も
の
と

思
わ
れ
る
。

一
方
、
朱
遼
詩
に
は
、
朱
遼
が
滞
在
し
た
衡
錫
(
治
一
所
は
現
在
の

湖
南
省
衡
陽
市
)
の
客
舎
に
懐
素
が
訪
ね
、
そ
こ
で
紙
に
捧
毒
し
た

様
子
に
つ
い
て
、

忽
鮪
腕
裳
度
飛
泉

紙
務
紛
紛
如
…
防
窓

忽
ち
開
く
風
裂
に
飛
泉
を
皮
る
をお

と

紙
稽
つ
こ
と
紛
紛
と
し
て
議
を
鈷
す
が
如

し

と
詠
じ
て
い
る
。
朱
遼
は
揮
選
速
度
の
速
い
様
子
を
、
嵐
の
吹
く
な

か
を
滝
(
あ
る
い
は
噴
泉
)
の
上
を
渡
る
よ
う
な
背
や
、
紙
を
散
ら

し
よ
う
き

い
よ
く
書
く
姿
を
、
激
し
い
療
気
(
中
間
南
方
で
発
生

に
触
れ
て
議
が

J

ば
た
ば
た
と
落
ち
て
ゆ
く
姿
に
喰
え
て

す
よ
う

す

お
り
、
こ
れ
は
後
述
す
る
「
狂
草
」
の
描
写
と
共
通
し
て
い
る
。

以
上
よ
り
、
紙
績
や
そ
れ
に
類
す
る
も
の
に
は
、
後
漢
以
来
の
伝

統
を
も
っ
今
草
と
、
「
狂
草
」
の
二
撞
の
草
書
で
警
か
れ
て
い
た
こ

と
が
窺
わ
れ
る
。

〈
二
)
障
子
・
壁
面
・
扉
嵐
に
書
か
れ
た
懐
素
の
草
豊
田

緒
子
・
壁
面
・
日
肘
嵐
と
い
っ
た
大
麗
面
に
晶
一
一
回
か
れ
た
懐
素
の
革
審

に
関
し
て
は
、
す
で
に
前
婦
の
先
行
研
究
の
な
か
で
検
討
が
行
わ
れ

て
い
る
。
そ
の
要
旨
を
整
理
す
る
と
、
障
子
・
壁
面
・
弊
嵐
に
留
一
聞
か

れ
た
懐
素
の
箪
警
は
、
筆
勢
や
筆
力
、
が
あ
り
、
縦
横
無
尽
に
大
き
な

文
字
で
警
か
れ
、
線
条
に
は
連
綿
、
う
ね
り
、
渇
筆
が
見
ら
れ
た
と

い
う
。
ま
た
、
文
字
ご
と
に
変
化
が
見
ら
れ
、
ぞ
れ
は
奇
慢
な
形
状

と
な
っ
て
表
さ
れ
る
こ
と
も
あ
り
、
文
字
か
ら
行
へ
、
そ
し
て
作
品

全
体
を
術
撤
し
た
時
に
も
筆
勢
や
潤
喝
の
つ
け
方
に
よ
る
劇
的
な
変

化
が
見
ら
れ
る
と
い
う
っ
ト
，
記
の
描
写
は
、
前
掲
の
「
吉
詩
的
結
」

や
「
自
叙
帖
」
な
ど
の
よ
う
な
「
狂
革
」
の
筆
蹟
を
描
写
し
た
も
の

と
考
え
ら
れ
る
。

ま
た
、

(80) 

で
は
あ
ま
り
言
及
さ
れ
て
い
な
い
が
、

e

騨
腕
と
い
っ
た
大
…
側
面
に
警
か
れ
た
懐
棄
の
革
審
は
、
従
来

に
も
と
づ
い
て
わ
な
い
こ
と
が
、
以
下
の
①
警
護
詩
、

⑤
建
部
詩
の
な
か
で
指
摘
さ



れ
て
い
る
。

①
狂
僧
揮
翰
狂
乱
逸

独
任
天
機
操
格
律

②
自
活
自
転
腕
無
所
拘

大
笑
義
之
用
陣
関

③
志
在
新
奇
無
定
則

市
痩
測
機
半
無
墨

狂
増
絡
を
揮
え
ば
狂
に
し
て
民
つ
逸

く
じ

独
り
天
機
に
任
せ
て
格
律
を
擁
く

は

斗

ニ

だ

わ

J

は
ら
一
一
一
一
り
つ
腕
を
転
ぶ
に
拘
る
所
無
し
と

大
い
に
笑
う
義
之
の
持
関
を
用
い
る
を

お
山
は
新
奇
に
恋
り
て
定
例
川
無
く

れ
リ

E
U

古
痩
澱
…
織
と
し
て
半
ば
翠
無
し

山
一
成
に
右
態
と
献
之
と
を
知
ら
ざ
ら
ん
や

難
有
壮
麗
之
問
(
同
社
艇
の
骨
有
り
と
縦
も

恨
無
狂
逸
之
姿
恨
む
ら
く
は
狂
逸
の
姿
無
し

・
(
中
略
)
:
・

或
逢
花
譲
与
絹
素

凝
神
執
筆
守
恒
度

⑤
粉
壁
素
焼
不
問
主

し
芸
干
し
ト
ド
摂
児
一
h

f
uち
サ

z
t
+
1
h泣
4
4
1
h
T
/

γ
〕

?

」

「
格
搬
」

或
い
は
花
護
と
絹
素
と
に
逢
え
ば

神
を
凝
ら
し
て
筆
を
執
り
恒
度
を
守
る

粉
墜
と
素
焼
と
は
、
去
を
関
わ
ず

乱
り
に
挙
き
て
乱
り
に
抹
む
は
規
矩
無
し

べ
き
は
、
懐
素
の
書
法
に
間
関
し
て
、
欝
奨
詩
で
は

の
対
概
念
と
し
て
「
狂
」
や
「
逸
」
の
語
、
が
用
い
ら
れ
、

、
は
具
体
的
に
主
義
之
(
「
右
箪
」
)
や
王
献
之
の
革
審
に
は

「
狂
逸
の
姿
」
、
が
な
い
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
に
見
え
る

「
狂
」
や
「
狂
逸
」
の
一
訟
は
革
審
の
彰
状
を
形
容
し
て
お
り
、
「
狂
草
」

を

描

写

し

て

い

る

も

の

と

見

ら

れ

る

。

一

に

見

え

る

の

語

法

、

詩

的

状

認

の

(

い

わ

窃

る

の

こ
と
)
、
許
瑠
狩
の
「
定
則
」
、
任
経
諮
問
の
「
恒
度
一
」
、
寅
休
詩
の

「
規
矩
」
と
同
義
で
あ
り
、
「
筏
草
」
の
対
植
に
あ
る
後
漢
以
来
の
今

事
者
法
の
こ
と
を
一
一
小
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
。

な
お
、
侵
華
詩
に
、
「
負
願
狂
之
墨
妙
、
有
暴
狂
之
逸
才
。
」
(
顛

狂
の
翠
妙
を
負
い
、
翠
狂
の
逸
才
有
り
。
)
、
寅
休
詩
に
、
「
瀬
狂
恐

(
幻
)

却
是
神
仙
、
有
紳
助
侍

J

人
莫
及
。
」
(
瀬
狂
恐
ら
く
却
て
是
れ
神
仙
な

ら
ん
、
神
助
有
り
人
及
ぶ
莫
し
。
)
と
、
「
顕
狂
」
の
語
が
見
え
る
。

「
瀬
」
は
前
掲
の
「
狂
」
と
間
意
と
解
さ
れ
る
が
、
「
顛
」
の
語
は
、

む
し
ろ
感
庸
期
に
活
躍
し
た
張
旭
と
の
対
比
の
な
か
で
用
い
ら
れ
、

(
お
)

性
情
や
創
作
態
度
を
示
す
こ
と
が
多
い
。

上
記
の
検
討
の
結
果
を
整
理
す
る
と
、
あ
く
ま
で
文
献
上
の
表
現

に
お
い
て
で
は
あ
る
、
が
、
紙
絹
や
そ
れ
に
類
す
る
も
の
に
は
、
後
漢

以
来
の
伝
統
を
も
っ
今
革
に
加
え
、
「
狂
草
」
で
世
一
一
回
か
れ
た
も
の
も

見
ら
れ
る
。
一
方
、
陽
子
・
壁
面
・
扉
風
に
は
、
も
っ
ぱ
ら
「
狂

草
」
、
が
警
か
れ
た
こ
と
が
窺
わ
れ
る
。

(81) 

お
わ
り
に

こ
れ
ま
で
の
検
討
に
よ
っ
て
、
主
に
懐
素
と
同
時
代
の
窟
代
の
文

献
に
克
え
る
懐
素
の
草
書
像
は
二
つ
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。

す
な
わ
ち
、
一
つ
は
、
紙
絹
や
そ
れ
に
類
す
る
も
の
に
書
か
れ
た
今



つ
は
、
紙
絹
や
そ
れ
に
類
す
る
も
の
あ
る
い
は
障
子
・

・
解
風
に
警
か
れ
た
「
狂
革
」
で
あ
一
り
、
後
者
に
は
飲
酒
や
叫

び
声
と
い
っ
た
即
興
性
や
遊
戯
性
を
伴
っ
た
制
作
行
為
が
克
ら
れ
る
。

ま
た
、
懐
紫
の
「
狂
革
」
は
、
紙
絹
や
そ
れ
に
類
す
る
も
の
に
も

欝
か
れ
た
が
、
そ
れ
よ
り
は
む
し
ろ
鶴
子
・
壁
面
・
扉
印
刷
に
警
か
れ

た
も
の
が
主
流
で
あ
っ
た
と
見
ら
れ
る
つ
な
ぜ
な
ら
、
前
述
し
た
よ

う
に
、
懐
素
が
活
躍
し
た
当
時
の
紙
絹
で
は
、
自
由
自
在
に
繁
を
揮

い
、
筆
勢
の
効
果
を
誇
張
す
る
「
筏
革
」
の
郎
興
性
や
遊
戯
性
を
伴

っ
た
制
作
行
為
が
充
分
に
行
う
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
と
見
ら
れ
る

か
ら
で
あ
る
。
上
記
の
状
況
は
、
懐
素
に
先
行
す
る
接
庸
期
の
張
旭

(
M
W
)
 

と
も
機
め
て
近
似
し
て
お
り
、
唐
代
の
草
書
、
特
に
「
狂
草
」
の
形

成
と
麗
関
を
窺
う
上
で
重
要
で
あ
る
の

最
後
仁
、
本
稿
で
の
考
察
結
果
を
も
と
に
壊
素
の
革
審
の
伝
存
作

品
に
つ
い
て
確
認
し
て
お
き
た
い
。
懐
素
の
薬
害
の
伝
存
作
品
で
信

頼
で
き
る
も
の
、
あ
る
い
は
参
考
に
供
す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
が

す
べ
て
今
革
で
諜
か
れ
て
い
る
の
は
、
そ
れ
ら
の
作
品
が
紙
絹
を
場

と
し
て
制
作
さ
れ
た
こ
と
に
由
来
す
る
と
見
ら
れ
る
つ
一
方
、
障

子
・
壁
面
・
燐
mm
に
諜
か
れ
た
「
狂
草
」
の
作
品
は
、
諸
種
の
事
情

に
よ
っ
て
北
宋
以
前
に
大
半
が
失
わ
れ
、
ま
た
、
紙
絹
に
護
か
れ
た

懐
素
の
「
狂
草
」
の
作
品
に
つ
い
て
も
、
市
-
時
そ
れ
が
仔
在
し
て
い

た
可
能
性
は
あ
る
が
、
現
在
、
信
頼
で
き
る
も
の
は
つ
も
伝
わ
っ

も
う

て
い
な
い
。

注
(
1
)
以
下
、
本
稿
で
は
着
代
を
初
騒
・
接
窟
・
中
唐
・
晩
磨
の
四
期
に

分
け
る
中
国
文
学
史
仁
の
時
代
区
分
を
援
用
す
る
c

(
2
)
拙
稿
「
穣
素
「
革
審
千
字
文
」
に
関
す
る
一
考
察
①
」
(
『
創
玄
b

一
O
一一
i

一
〈
)
一
一
一
、
二

O
O
八
!
二

0
0九
)
、
間
「
懐
棄
「
食
魚

帖
」
に
関
す
る
一
考
察
」
(
問
芸
術
学
研
究
h

一一一一、二

O
O九
)
、
向

「
法
帖
所
載
の
壊
素
の
草
書
に
つ
い
て
」
(
司
書
芸
術
時
究
』

二
、
二

C
C九
)
参
照
。
な
お
、
筆
蹟
か
ら
考
え
て
「
苦
笥
帖
」
に
つ

い
て
も
附
脚
本
で
あ
る
可
能
性
が
あ
る
。
こ
の
点
に
関
し
て
は
今
後
の

検
討
課
題
と
し
た
い
ろ

(
3
)
主
と
し
て
お
回
旋
の
リ
ズ
ム
を
と
り
、
前
の
文
字
の
末
蹄
か
ら
次

の

文

字

へ

連

綿

を

あ

ま

り

用

(82) 

っ
て
(
承
前
)
〕
(

七
三
苧
家
正
文

。'懐



と
す
る
〕
・

(
刀
法
巻
七

(
7
)
成
本
は
パ

(8)
底
本
は
凶
巻
一
一

議
開
局
、
一
九
六
六
)
。

で
は
…
上
旬
出
を
主
甑
に
作
る
。

(9)
政
一
本
は
明
文
』
巻
一
一
一
二
一
八
。

明
ん
と
で
は
朱
遼
を
朱
遥
に
作
る
。

(
叩
)
成
本
は
明
文
』
巻
二
一
二
一
八
。
明
治
巻
一
七
、

(
日
)
底
本
は
句
文
b

巻
…
一
一
一
二
八
。
立
巻
一
七
、

(
ロ
)
窓
本
は
司
会
』
巻
二

O
m
m
(以
下
、
中
華
滑

(
日
)
底
本
は
嘉
吉
巻
一
七
(
以
下
、
翠
浪
は
川

h

出
版
社
、
品
八
)
O三
)
。
『
銭
考
功
健
常
』
巻
七
、
巻
二
三
八
一
的
収
。

疋
と
は
詩
題
を
「
送
外
甥
懐
素
上
人
帰
郷
侍
奉
」
に
作
る
。

(
け
は
)
態
本
は
巻
一
一
一
…
一
一
八
。
巻
一
七
、
『
ん
と
巻
一

巻

七
、
司
令
ん
』
巻
二

O
問
所
収
。

巻
二

O
間
一
向
収
つ

『
ん
と
巻
一
一

O
四
一
時
収
。

九
六
0
1

「
報
送
謁
捨
ム
込
山
州
〔
仲
間
措
ご
と
あ
る

9

に
に
作
り
、
題
下
注
に
、
三
本
下
有
「
兼
送

謁
徐
広
州
」
ム
ハ
{
子

φ

一
作
「
懐
索
上
人
革
審
歌
」
。
」
と
あ
る
。

(
一
ぬ
)
底
本
は
明
文
』
巻
J
J
八
。
『
書
』
巻
〕
七
、
明
4
4
b

二
六
二
市
収
。

(
M
W
)

底
本
は
明
文
』
巻
:
了
九
八
。

zg
巻
一
七
、
刀
法
巻
二
七
三
所
収
。

(
げ
)
原
本
は
明
治
問
』
巻

A

七
ゥ
『
全
』
巻
六
八
二
所
収
。

(
出
)
底
本
は
明
文
之
官
三
一
二
八
。
塁
間
』
巻
…
七
、
明
禅
月
集
』
巻
六
、
司
令
…
』

巻
八
二
八
所
収
。
明
掛
け
月
集
で
疋
ま
は
詩
題
を
「
観
懐
素
草
書
歌
」

に
作
る
。
ま
た
、
足
止
は
「
観
探
索
」
の
後
に
「
一
本
有
上
人
一
一
種
。
」

と
往
を
附
す
な

(
川
口
)
態
本
は
津
逮
秘
議
本
(
中
国
美
術
論
著
叢
刊
本
、
人
民
美
術
出
版

ふ
L

J

もい
¥
U
2
n

辛

-

一

寸

/

ぷ

/
P
ζ

(
初
)
底
本
は
津
逮
秘
議
本
(
中
留
美
術
論
著
叢
刊
本
、
人
民
美
術
出
版

社
、
一
九
六
四
)
。

(
幻
)
底
本
は

Z
C
巻
一
八
今
『
全
壊
文
』
巻
間
三
三
所
収
。
明
全
唐
文
h

は
「
柚
同
様
素
伝
」
と
題
す
の

(
詑
)
底
本
は
学
捧
討
原
本
(
上
海
古
籍
出
版
社
、
新
一
版
、
一
九
七
九
)
。

(
お
)
諸
本
は
「
往
来
」
に
作
る
が
、
「
狂
来
」
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。

(
仰
は
)
「
王
室
一
、
底
本
は
「
一
て
へ
墨
田
で
『
全
』
に
従
う
。

(
お
)
…
「
兇
」
は
豪
放
の
意
っ
底
本
は
「
克
」
。
明
室
蘭
』
・
『
全
h

に
従
う
。

(
m
m
)

「
己
」
、
患
本
は
「
巴
」
。
芸
百
』
・
『
全
』
に
従
う
。

(
計
)
「
叫
」
、
鹿
本
は
『
全
』
に
従
い
、
以
下
、
「
叫
」
は
「
叫
」

と
す
る

e

(
お
)

『
み
乏
の
謹
一
ト
詑
に
、

底
本
法

(83) 

『
艶
闘
で
司
会
官
に
従
う
。



(
m
m
)

「
紙
」
、
底
本
は

「
紙
」
と
す
る

σ

(
初
)
「
懐
」
、
一
橋
本
雅
氏
は
「
懐
素
」
、
高
木
重
一
俊
民
は

す
。
本
稿
で
は
前
者
に
従
う
。

(
出
)
「
縮
」
、
底
本
は
「
堀
」
。
明
金
』
に
従
い
、
以
下
、
「
堀
」
は
「
蝦
」

シ
」
す
ノ
マ
令
。

(
泣
)
金
陵
欝
局
本
(
中
華
書
局
、
一
九
七
四
)
。

(
お
)
問
時
郎
会
審
珍
本
側
川
輯
本
(
商
務
印
書
館
、
一
九
七
五
)
。

(M)
以
下
、
紙
の
伝
存
作
例
に
関
し
て
は
、
機
吉
翠
司
中
間
造
紙
技
術

史
稿
』
(
文
物
出
版
社
、
一
九
七
九
)
を
参
照
し
た
。

(お
J

「
刺
」
、
底
本
は
「
州
問
」
o
s
w
h
・
去
と
に
従
う
。

(
お
)
杉
村
邦
彦
「
壁
寄
考
」
(
司
謹
賀
大
島
文
』
吋
八
、
一
九
八

O
)
に
よ

る
り
障
子
や
焼
鼠
に
書
か
れ
た
革
蓄
の
保
存
に
関
す
る
事
情
に
つ
い

て
も
お
そ
ら
く
同
じ
で
あ
ろ
う
。

(
幻
)
「
人
」
、
成
本
は
「
神
」
。
『
ん
と
に
従
う
。

(
叩
ぬ
)
脅
襲
詩
に
、
「
悦
ハ
興
張
老
関
築
制
問
、
葉
県
公
孫
我
侭
謂
J
、
魯
収
詩

に
、
「
観
樹
向
来
三
五
字
、
綴
奇
伺
謝
張
先
生
。
」
、
任
華
詩
に
‘
「
張

者
期
、
鮪
不
殿
於
懐
索
。
懐
索
鎖
、
~
顕
。
」
、
貿
休
詩
に
、
「
張

願
期
後
期
非
瀬
、
続
五
懐
素
之
願
」
と
あ
る
。

(
約
)
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
翼
線
中

「
将
位

wo

i
v
q
H
7
9」F

<=;) 

書
"'" 

に
従
い
、
以
下
、
「
紙
」
は

(
筑
波
大
学
博
士
特
別
研
究
員
)

「
懐
く
」
と
解

(84) 

文

築

加

、

一

O
O
m問
〕
に
も
指
備
さ
れ
て
い
る
の

(ω
〉
仙
川
稿
「
張
地
の
草
者
に
関
す
る
一
考
察
!
縫
代
の
文
献
を
依
拠
と

し
て
i

」

(

七

、

，

J
O
O七
て


